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日本ウマ科学会会則施行規程の改正について
前略

昨年、日本ウマ科学会会員有志により『馬臨床獣医ワーキンググループ』が立ち上げられました。設立の目的は、特に馬臨床にたずさわる会員の新知識の吸収および意見交換の場を提供することにあります。その活動の一環として、昨年開催された第21回学術集会の期間中に、「馬臨床獣医師ワーキンググループ教育講演」を開催したところ、多数の会員の参加が見られ、今後ともこの活動を発展させて欲しいという意見が数多く寄せられています。また馬臨床獣医師ワーキンググループの代表者である佐々木直樹会員（学会理事、帯広畜大准教授）は、今後ともこの活動を日本ウマ科学会の中で続けていく意向をお持ちです。
そこで今回、この活動を学会として正式なものと位置づけ、その発展を図るとともに、会計事務の透明性を確保するために、次ページのように「日本ウマ科学会会則施行規程の一部を改定したいと考えております。このことに関して去る2月24日に開かれた学会常任理事会で検討しましたところ次ページのとおり改定するということで意見の一致を見ました。

施行規程の改変は理事会においてなされるとありますが（日本ウマ科学会会則施行規程13条）、この書簡をもって書面による理事会とし、理事のみなさまにおかれましては同封の葉書による投票というかたちで4月10日までに改正の賛否をお知らせいただきますようお願い申しあげます。
なお改正案にあります「別に定める規程」につきましては常任理事会で今後詰めたいと考えております。また不明な点は日本ウマ科学会事務局（間　または　楠瀬）TEL： 028-648-5099　メールアドレス： e-office@center.equinst.go.jp　までお問い合わせ願います。
草々
記
改正点

（現行）

（施行規程の改変）

第１２条　この規程の改変は、理事会の承認を必要とする。

　
（改定案）

（ワーキンググループ）

第１２条　この学会は会則第３条５号に基づき常任理事のもと専門分野に応じワーキンググループを置くことができる。
　　　２．ワーキンググループの代表は会の名称、目的、代表者名を会長に届けなければならない。
　　　３．ワーキンググループに関する規程は別に定める。
（施行規程の改変）

第１３条　この規程の改変は、理事会の承認を必要とする。
　

《参考資料　現行の会則施行規程全文》

（会則については日本ウマ科学会ホームページをご覧ください）
日本ウマ科学会会則施行規程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［制定1992年11月23日］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正1993年11月22日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正1995年11月23日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正2005年11月28日

（目的）

第　１条　この施行規程は、会則に基づいて、この学会の管理運営に関し必要な事項

　　　　　を定めることを目的とする。

　

（会員）

第　２条　正会員並びに名誉会員は、この学会の主催する学術集会等において参加、

　　　　　講演し、この学会の発行する機関誌へ投稿することができる。また、この

　　　　　学会の発行する出版物などの優先的配布を受けることができる。

　　　２．賛助会員は、この学会の主催する学術集会等に１名の招待を受け、この

　　　　　学会の発行する出版物１部の配布を受けることができる。

　

（会費）

第　３条　この学会の会費は、次のとおりとする。

　　　１）正会員会費　　　年　5,000円

　　　　　但し、国外在住者　　7,000円

　　　２）賛助会員会費　１口　50,000円　年に１口以上

　　　２．催事にかかわる費用は、会費に係わりなく別途に徴収することができる。

　

（役員及び評議員の選任方法）

第　４条　会則第12条に規定する役員及び第17条に規定する評議員の候補者は当分

　　　　　の間、理事会において選出する。

　

（理事会に関する事項）

第　５条　理事会の構成は、次のとおりとする。

　　　１）理事会は、理事及び監事を以って構成する。

　　　２）常任理事会は、会長、副会長、常任理事及び監事を以って構成する。

　　　３）会長は、必要に応じて理事会、常任理事会にその構成メンバー以外の会員

　　　　　を指名、出席させ、意見を求めることができる。

　

（委員会）

第　６条　この学会の会則第24条に規定する委員会は次のとおりとする。

　　　１）学術委員会

　　　２）編集委員会

　　　３）国際委員会

　　　２．前項各号の委員会は、常置し、これに関する規程は、別に定める。

　　　３．その他必要に応じて臨時に委員会を置くことができる。

　

（表彰）

第　７条　この学会は、会則第３条３項に基づき日本ウマ科学会功労賞（以下功労賞

　　　　　と略称）並びに日本ウマ科学会学術賞（以下学術賞と略称）を設ける。

第　８条　功労賞は、永年にわたり本学会に所属し、この学会の発展に寄与し、学術

　　　　　上顕著な業績を挙げた正会員に授与する。

第　９条　学術賞は、馬の科学の発展に関し顕著な業績を挙げた正会員に授与する。

第１０条　功労賞並びに学術賞の選考規程は、別に定める。

　

（交通費及び賃金）

第１１条　交通費及び賃金は、別に定める内規により支出することができる。

　

（施行規程の改変）

第１２条　この規程の改変は、理事会の承認を必要とする。

　

（附則）

この規程は、1995年11月23日から施行する。

この規程は、2005年11月28日から施行する。
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